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令和元年度第２回座間市総合戦略推進懇話会 会議録 

 

日 時 令和元年１２月２４日（火） １５時００分～１５時４０分 

 

場 所 座間市役所３階 ３－１会議室 

 

出 席 者 長本委員長、村山副委員長、小林委員、鈴木委員、高橋委員、中尾委員 

 

事 務 局 安藤企画財政部長、吉野企画政策課長、金子企画政策係長、小澤主任 

 

傍 聴 者 無し 

 

公開可否 ■公開 

 

議 題 第２期座間市まち・ひと・しごと創生総合戦略（原案）について 

 

資 料 ・次第 

・資料１「第２期座間市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定スケジュール」 

・資料２「第２期座間市まち・ひと・しごと創生総合戦略（原案）」 

・資料３「座間市まち・ひと・しごと創生総合戦略対照表」 

  



2 

 

≪開 会≫ 

○開会 

 

≪議 題≫ 

◆議題 第２期座間市まち・ひと・しごと創生総合戦略（原案）について 

（委員長） 

それでは、議題について、事務局から説明願います。 

 

○事務局から説明（資料１、資料２、資料３） 

 

（委員長） 

それでは、ただいま事務局から説明がありましたが、御意見、御質問等がございましたら

よろしくお願いします。 

 

（委員） 

原案の１ページの「はじめに」について、現行の第四次座間市総合計画が令和２（２０２

０）年度まで、原案の２ページに次期総合計画が令和５（２０２３）年度からということで、

令和３（２０２１）年度と令和４（２０２２）年度の空白期間は市政運営指針を定めるとの

説明が前回ありましたが、ここではそういったことには触れておらず、現総合計画の期間満

了後に２年間空いているという説明がないので、分かりづらいのではないでしょうか。 

本文に書かなくても、例えば脚注を付けるなどして、「現総合計画と次期総合計画の間の２

年間は、現総合計画の基本的な枠組みを引き継いだ上で『市政運営指針』を策定します」と

いったものを入れるか簡単に本文に入れるかしないと、委員は聞いているから知っています

が、初めて見る人は辻褄が合わなくなるのではないかと思います。 

 

（事務局） 

記載方法や構成について検討し、より分かりやすいものとしてお示ししたいと思います。 

 

（委員） 

原案の２ページの新たな課題というところで、時代のニーズはＳＤＧｓなどというお話が

ありましたが、この第２期市総合戦略が令和６（２０２４）年度までということであると、

現時点で既に国内でも神奈川県内でもＳＤＧｓの取組が盛んになってきており、取り組んで

いく自治体も多くなってきているので、このままの表現で策定して良いのか疑問が残ります。 

実際に取り組む、取り組まないは別として、今後企業や自治体がＳＤＧｓに取り組む方向

にシフトしていく中、総合戦略を策定するに当たって「ＳＤＧｓ」は重要なキーワードだと
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思います。 

 

（事務局） 

第四次総合計画を平成２２（２０１０）年度に策定し、平成２７（２０１５）年度に中間

見直しを行っていますが、現状では、総合計画上で「ＳＤＧｓ」などの言葉は記載していま

せん。 

そういった中、現総合計画は来年度計画期間が満了し、令和３（２０２１）、４（２０２２）

年度は市政運営指針となり、令和５（２０２３）年度からは次期総合計画がスタートします。

ＳＤＧｓや今後新たに出てくるであろうキーワードなどをどこまで反映するかですが、まず

総合計画で市の考えや方向性を示した上で、地方創生でも取り込んでいきたいという考えが

ありますので、市総合戦略だけに「ＳＤＧｓ」などの言葉を出すのは控えています。このこ

とから、「新たな課題や時代のニーズに対応した」といった表現にとどめています。 

ただ、当然のことながら、ＳＤＧｓは当市のみならず、神奈川県内でも国内でも世界的に

も重要なキーワードですので、今後も注視していきますし、各施策において柔軟に対応して

いきたいと考えています。 

 

（委員） 

ただいまのやりとりでも、あくまで市の総合計画が上位にあって、それを逸脱しない範囲

での市総合戦略と聞こえます。 

作業中となっている原案の３８ページ、「国の総合戦略との整合性」というところで表現に

苦慮しているのではないかと思います。要するに、総合計画策定時と必ずしもマッチしない

ようなところがあると思います。 

地方創生、つまり人口減少に打ち勝つために地方に暮らしや仕事をつくるという国の法律、

それに基づいて策定する地方版総合戦略や人口ビジョンは、元々市の総合計画にはない概念

なのではないかと思います。２年間の市政運営指針の期間は、いろいろな意味で調整の期間

だと思ってはいかがでしょうか。先ほどの御意見にもあった新たな課題や時代のニーズにつ

いても、ひとくくりにするのではなく、少し書いても良いのではないかと思います。 

ちなみに、国のＳＤＧｓに関する政策はいくつかありますが、中心として進めているのは

地方創生ＳＤＧｓの「ＳＤＧｓ未来都市」と「自治体ＳＤＧｓモデル事業」で、神奈川県は

その両方に第１期で選ばれていて、基礎自治体との連携というところでも選ばれています。 

ＳＤＧｓが安定した雇用をつくるとか新しいひとの流れをつくるとかでも、合うところと

合わないところがあります。ＳＤＧｓの中でもディーセント・ワークだとか、貧困の問題や

子育てに関わってくることもあるので、位置付けとして、総合計画の範囲内で市総合戦略を

まとめるのは無理があるのではないでしょうか。 

大きな逸脱は確かに問題だと思いますが、次期総合計画を策定するときに整合を取ること
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とし、多少は国が求めることを取り入れても良いのではないかと思います。 

 

（事務局） 

「国の総合戦略との整合性」というところでは、１２月２０日に国の総合戦略が閣議決定

し、そちらを確認しつつ、検討しているところです。 

当市としては、座間市は東京圏であり、国が掲げる「地方創生の目指すべき将来」である

「将来にわたって『活力ある地域社会』の実現」と「『東京圏への一極集中』の是正」の大元

となる二つの課題「人口減少」と「東京圏への一極集中」のうち、後者は明らかに対象外で

あると考えています。 

また、少子高齢化の進展と近い将来の人口減少は当市においても予想される中、人口減少

対策は喫緊の課題であると認識していますが、国の総合戦略でうたっている施策は、東京圏

以外の地方を対象にしていると考えられるものが多く、必ずしも当市に当てはまるものばか

りではないため、当市の現状と課題に即した戦略とする必要があると考えています。なお、

ＳＤＧｓや未来技術の活用などについては、表現について検討しているところです。 

また、国の総合戦略は幅広で、いろいろな視点で、省庁横断的な話が出てきていることは

認識しています。 

委員からは２年間は調整期間にしてはとの御意見を頂きましたが、調整期間であるととも

に「総合計画」がない期間になりますので、ある意味ではチャレンジできる期間でもあると

担当としては考えていますので、市総合戦略でそういった記載をするという選択肢もあるの

ですが、まずは市の方向性として次期総合計画やそれに向けた市政運営指針への記載を検討

した上でという考えでいます。 

 

（委員） 

原案の１５ページ、基本目標１の基本施策⑵「ひまわりや湧水、自然、歴史、文化を活か

した観光交流の促進」の最初の「●おもてなし観光力の向上」を「●協働によるまちづくり

の推進」に変更していますよね。 

具体的施策を見るとやむを得ない部分もありますが、また、「○コミュニティ形成」がここ

に入っていてしっくり来ない部分もありますが、基本施策のタイトルとして観光と結びつく

表現ではないので、違和感があります。「協働によるまちづくりの推進」と言うと、観光交流

の促進よりももっと上のレベルの話なのかなという気がします。 

一例というわけではありませんが、「協働による景観づくりの推進」とかであれば何となく

観光をイメージして納得できるのですが、現状の具体的施策を見ると、観光と直接結び付か

ないようなものが体系の整理上やむを得ずここに入っているのだと思いますが、それをタイ

トルに持ってきてしまうと違和感があるので、観光の要素を入れた表現にした方が良いと思

います。 
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（事務局） 

現市総合戦略の「●おもてなし観光力の向上」の「おもてなし」は、流行り言葉だったの

かなと思いましたので見直しましたが、確かに御指摘いただいたとおりだと思いますので、

表現について検討したいと思います。 

 

（委員長） 

ただいま皆様に頂いた貴重な御意見等については、事務局で取りまとめていただきたいと

思います。 

それでは、ほかに御意見、御質問等もないようですので、本日の協議は終了とさせていた

だきます。 

最後にその他ということで、委員の皆様、又は事務局から何かありませんか。 

 

ないようですので、進行を事務局に戻します。 

 

≪閉 会≫ 

○閉会 

 

以上 


